
第２章 高齢者を取り巻く状況

（２）認知症高齢者数
〇認知症高齢者数（要支援認定・要介護認定 を受けた第１号被保険者の
うち、日常生活自立度 Ⅱ以上）は年々増加しており、平成 年度で

人となっています。

図表２－２ 認知症高齢者数（日常生活自立度Ⅱ以上）

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

資料：福祉部介護保険課（各年度９月末時点）〔単位：人〕

（３）地域資源の状況
〇地域資源の状況は下表のとおりとなっています。

図表２－３ 地域資源の状況
平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

①民生委員・児童委員

②町会・自治会
団体

加入世帯

③ 法人
④ボランティア
センターへの
ボランティア
登録

団体

個人

⑤高齢者ボランティア・ポイ
ント制度ボランティア登
録者

⑥ふれあい・いきいきサロン
⑦シニアクラブ
①民生委員・児童委員 資料：福祉部福祉政策課（各年度４月１日時点）〔単位：人〕
②町会・自治会 資料：市民活動推進部協働推進課（各年度６月１日時点）〔単位：団体、世帯〕
③ 法人 資料：市民活動推進部協働推進課（各年度３月末時点、平成 年度は 月４日時点）
〔単位：団体〕

④ボランティアセンターへのボランティア登録 資料：社会福祉協議会ボランティアセンター（各
年度３月末時点、平成 年度は 月１日時点）〔単位：団体、人〕

⑤高齢者ボランティア・ポイント制度ボランティア登録者 資料：福祉部高齢者いきいき課（各年
度４月１日時点、平成 年度は 月１日時点）〔単位：人〕

⑥ふれあい・いきいきサロン 資料：福祉部高齢者いきいき課（各年度３月末時点、平成 年度は
９月末時点）〔単位：か所〕

⑦シニアクラブ 資料：福祉部高齢者いきいき課（各年度３月末時点、平成 年度は９月末時点）
〔単位：クラブ〕

要介護認定（ようかいごにんてい） ページ参照
日常生活自立度（にちじょうせいかつじりつど） ページ参照
民生委員・児童委員（みんせいいいん・じどういいん） ページ参照
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第２章 高齢者を取り巻く状況

１ 高齢者数等の状況

（１）総人口・年齢３区分別人口
〇本市の年齢３区分別人口の推移を見ると、年少人口（０～ 歳）と生産
年齢人口（ ～ 歳）は微減傾向にありますが、老年人口（ 歳以上）
は一貫して増加しており、平成 年から 年までに 人増加して
います。

〇それに伴い、老年人口の比率も増加し、平成 年には ％に達しまし
た。年少人口は平成 年から 年までに 人減少しており、本市の
少子高齢化が本格化していることがうかがえます。

図表２－１ 総人口・年齢３区分別人口

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年
老年人口
生産年齢人口
年少人口

総人口
資料：住民基本台帳（各年９月末時点）〔単位：人〕
※データの処理については、小数点以下第２位の四捨五入により、各項目の合計値が

にならない場合があります。

平成 年 平成 年 平成 年 平成 年 平成 年

老年人口

生産年齢人口

年少人口

人
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人

平成 年度

人

平成 年度

人

平成 年度

人

平成 年度

人

平成 年度

人

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

２ 介護保険事業の状況

（１）要支援認定者 ・要介護認定者 数
〇介護保険において要介護認定を受けた方（要支援認定者・要介護認定者）
の数は、年々増加しており、平成 年度の 人から平成 年度は

人と、過去５年間で 人（ ％）増加しています。
〇過去５年間で最も増加しているのは、要介護１の認定者で、平成 年度
の 人から平成 年度は 人と、過去５年間で 人（ ％）
増加しています。

図表２－５ 要支援認定者・要介護認定者数

資料：福祉部介護保険課「介護保険事業報告」（各年度９月末時点）〔単位：人〕
※データの処理については、小数点以下第２位の四捨五入により、各項目の合計値
が にならない場合があります。

要支援認定者（ようしえんにんていしゃ） ページ参照
要介護認定者（ようかいごにんていしゃ） ページ参照

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

（４）日常生活圏域 別の高齢者数
〇日常生活圏域別に高齢者の人口を見ると、圏域内で高齢者人口が１万人
を超えているのは、左入、中野、南大沢、長沼、堀之内の５圏域です。

〇圏域別の高齢者の割合は の圏域で市平均の ％を上回っています。
〇最も高齢化が進んでいる恩方圏域では高齢者の割合は ％に達し、め
じろ台、長沼、川口、元八王子、長房、もとはち南の６圏域でも ％台
となっています。一方、南大沢、片倉の２圏域では、高齢者の割合は ％
台となっています。

図表２－４ 日常生活圏域別の高齢者数

日常生活圏域
八王子
ビジョン

（６地域）
圏域内人口 圏域内

高齢者人口
高齢者の
割合

（１）旭町 中央 ％
（２）高尾 西南部 ％
（３）左入 北部 ％
（４）中野 中央 ％
（５）南大沢 東部 ％
（６）めじろ台 西南部 ％
（７）長沼 東南部 ％
（８）川口 西部 ％
（９）元八王子 西部 ％
（ ）片倉 東南部 ％
（ ）堀之内 東部 ％
（ ）長房 西南部 ％
（ ）子安 中央 ％
（ ）もとはち南 西部 ％
（ ）寺田 西南部 ％
（ ）大横 中央 ％
（ ）恩方 西部 ％

八王子市全体 ％

資料：住民基本台帳（平成 年９月末時点）〔単位：人〕
※高齢者の割合の網かけは、八王子市全体の割合よりも高い圏域を示しています。

日常生活圏域（にちじょうせいかつけんいき） ページ参照

第 

2 

章



第２章 高齢者を取り巻く状況

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

平成 年度

人

平成 年度

人

平成 年度

人

平成 年度

人

平成 年度

人

平成 年度

人

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

２ 介護保険事業の状況

（１）要支援認定者 ・要介護認定者 数
〇介護保険において要介護認定を受けた方（要支援認定者・要介護認定者）
の数は、年々増加しており、平成 年度の 人から平成 年度は

人と、過去５年間で 人（ ％）増加しています。
〇過去５年間で最も増加しているのは、要介護１の認定者で、平成 年度
の 人から平成 年度は 人と、過去５年間で 人（ ％）
増加しています。

図表２－５ 要支援認定者・要介護認定者数

資料：福祉部介護保険課「介護保険事業報告」（各年度９月末時点）〔単位：人〕
※データの処理については、小数点以下第２位の四捨五入により、各項目の合計値
が にならない場合があります。

要支援認定者（ようしえんにんていしゃ） ページ参照
要介護認定者（ようかいごにんていしゃ） ページ参照

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

（４）日常生活圏域 別の高齢者数
〇日常生活圏域別に高齢者の人口を見ると、圏域内で高齢者人口が１万人
を超えているのは、左入、中野、南大沢、長沼、堀之内の５圏域です。

〇圏域別の高齢者の割合は の圏域で市平均の ％を上回っています。
〇最も高齢化が進んでいる恩方圏域では高齢者の割合は ％に達し、め
じろ台、長沼、川口、元八王子、長房、もとはち南の６圏域でも ％台
となっています。一方、南大沢、片倉の２圏域では、高齢者の割合は ％
台となっています。

図表２－４ 日常生活圏域別の高齢者数

日常生活圏域
八王子
ビジョン

（６地域）
圏域内人口 圏域内

高齢者人口
高齢者の
割合

（１）旭町 中央 ％
（２）高尾 西南部 ％
（３）左入 北部 ％
（４）中野 中央 ％
（５）南大沢 東部 ％
（６）めじろ台 西南部 ％
（７）長沼 東南部 ％
（８）川口 西部 ％
（９）元八王子 西部 ％
（ ）片倉 東南部 ％
（ ）堀之内 東部 ％
（ ）長房 西南部 ％
（ ）子安 中央 ％
（ ）もとはち南 西部 ％
（ ）寺田 西南部 ％
（ ）大横 中央 ％
（ ）恩方 西部 ％

八王子市全体 ％

資料：住民基本台帳（平成 年９月末時点）〔単位：人〕
※高齢者の割合の網かけは、八王子市全体の割合よりも高い圏域を示しています。

日常生活圏域（にちじょうせいかつけんいき） ページ参照

第 

2 

章



第２章 高齢者を取り巻く状況

（３）介護サービス事業所数
介護サービス事業所数は、平成 年度の 事業所と比べ、平成 年度

では 事業所と 事業所増加しています。

図表２－９ 介護サービス事業所数

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

訪問介護
訪問入浴介護
訪問看護
訪問リハビリテーション 病院・診療所等については、指定を辞退しない限り指定があ

ったものとみなされます（みなし指定）。居宅療養管理指導
通所介護
通所リハビリテーション
短期入所生活介護
短期入所療養介護
特定施設入居者生活介護
福祉用具貸与
特定福祉用具販売
定期巡回・随時対応型
訪問介護看護 －

夜間対応型訪問介護
地域密着型通所介護 平成 年 月 日より新設サービス
認知症対応型通所介護
小規模多機能型居宅介護
認知症対応型共同生活介護
地域密着型
特定施設入居者生活介護 － － － － － －

地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護
看護小規模多機能型居宅介護 － － － －
居宅介護支援
介護予防支援
介護老人福祉施設
介護老人保健施設
介護療養型医療施設

合計
資料：福祉部高齢者いきいき課（各年度４月１日時点）〔単位：事業所〕
※各事業の概要は第５章に掲載している「サービス利用量の見込み」に掲載しています。

居宅介護支援（きょたくかいごしえん） ページ（ケアマネジメント）参照

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

図表２－６ 要支援認定者・要介護認定者数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合計

資料：福祉部介護保険課「介護保険事業報告」（各年度９月末時点）〔単位：人〕

（２）介護サービス利用者数
介護サービス利用者数は年々増加し、１か月平均の利用者数は、在宅サ

ービスでは平成 年度の 人に比べ、平成 年度は 人と、
％増加し、施設・居住系サービスも平成 年度の 人に比べ、平

成 年度は 人と、 ％増加しています。

図表２－７ 介護サービス利用者数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
在宅サービス
施設・居住系サービス
施設サービス
居住系サービス

合計
資料：福祉部介護保険課（平成 年度は見込み）〔単位：人〕

図表２－８ 要支援・要介護度別サービス利用者数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合計

資料：福祉部介護保険課「介護保険事業報告」（各年度９月末時点）〔単位：人〕
※サービス利用が一部重複するため、２つの表は合計が一致しません。
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介護サービス事業所数は、平成 年度の 事業所と比べ、平成 年度

では 事業所と 事業所増加しています。

図表２－９ 介護サービス事業所数

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

平成
年度

訪問介護
訪問入浴介護
訪問看護
訪問リハビリテーション 病院・診療所等については、指定を辞退しない限り指定があ

ったものとみなされます（みなし指定）。居宅療養管理指導
通所介護
通所リハビリテーション
短期入所生活介護
短期入所療養介護
特定施設入居者生活介護
福祉用具貸与
特定福祉用具販売
定期巡回・随時対応型
訪問介護看護 －

夜間対応型訪問介護
地域密着型通所介護 平成 年 月 日より新設サービス
認知症対応型通所介護
小規模多機能型居宅介護
認知症対応型共同生活介護
地域密着型
特定施設入居者生活介護 － － － － － －

地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護
看護小規模多機能型居宅介護 － － － －
居宅介護支援
介護予防支援
介護老人福祉施設
介護老人保健施設
介護療養型医療施設

合計
資料：福祉部高齢者いきいき課（各年度４月１日時点）〔単位：事業所〕
※各事業の概要は第５章に掲載している「サービス利用量の見込み」に掲載しています。

居宅介護支援（きょたくかいごしえん） ページ（ケアマネジメント）参照

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

図表２－６ 要支援認定者・要介護認定者数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合計

資料：福祉部介護保険課「介護保険事業報告」（各年度９月末時点）〔単位：人〕

（２）介護サービス利用者数
介護サービス利用者数は年々増加し、１か月平均の利用者数は、在宅サ

ービスでは平成 年度の 人に比べ、平成 年度は 人と、
％増加し、施設・居住系サービスも平成 年度の 人に比べ、平

成 年度は 人と、 ％増加しています。

図表２－７ 介護サービス利用者数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
在宅サービス
施設・居住系サービス
施設サービス
居住系サービス

合計
資料：福祉部介護保険課（平成 年度は見込み）〔単位：人〕

図表２－８ 要支援・要介護度別サービス利用者数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
要支援１
要支援２
要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５
合計

資料：福祉部介護保険課「介護保険事業報告」（各年度９月末時点）〔単位：人〕
※サービス利用が一部重複するため、２つの表は合計が一致しません。
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第２章 高齢者を取り巻く状況

（６）地域支援事業費
地域支援事業費は、平成 年度の約 億円に比べ、平成 年度では約
億円と、約 倍に増加しています。平成 年度から始まった介護予

防・日常生活支援総合事業は、介護予防給付及び介護予防事業の移行に伴
い、平成 年度では約 億円と、平成 年度の約 億円から約 倍
に増加しています。包括的支援事業は平成 年度の約 億円に比べ、平
成 年度では約 億円と、約 倍に増加しています。任意事業 は平
成 年度の約 億円に比べ、平成 年度では約 億円と、約 倍に増
加しています。

図表２－ 地域支援事業費

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度
介護予防・日常生
活支援総合事業 － － －

介護予防事業 － －

包括的支援事業

任意事業

合計

資料：福祉部介護保険課〔単位：千円〕（平成 年度は当初予算額）

任意事業（にんいじぎょう） ページ参照

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

（４）指定介護事業者に対する指導監督
平成 年の介護保険法の改正により、市区町村に指導・監督の権限が移

譲されて以来、指定介護事業者に対する実地検査等を実施しています。
平成 年度においては、居宅サービスは 事業所、地域密着型サービ

ス事業所は 事業所及び施設サービス事業所は 施設を対象に実地検査
を実施する予定です。

図表２－ 実地検査の実施状況

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

居宅サービス
地域密着型サービス
施設サービス

合計
資料：福祉部指導監査課〔単位：事業所及び施設〕（平成 年度は予定数）

（５）標準給付費
標準給付費は、各サービスともに年々増加し、平成 年度の約 億円

に比べ、平成 年度では約 億円と、約 倍に増加しています。居宅サ
ービスは平成 年度の約 億円に比べ、平成 年度では約 億円と、
約 倍に増加しています。地域密着型サービスは平成 年度の約 億円
に比べ、平成 年度では約 億円と、約 倍に増加しています。施設サ
ービスは平成 年度の約 億円に比べ、平成 年度では約 億円と、
約 倍に増加しています。

図表２－ 標準給付費

居宅
サービス

地域密着型
サービス

施設
サービス その他 合計

平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
資料：福祉部介護保険課〔単位：千円〕（平成 年度は当初予算額）

標準給付費（ひょうじゅんきゅうふひ） ページ参照
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平成 年の介護保険法の改正により、市区町村に指導・監督の権限が移

譲されて以来、指定介護事業者に対する実地検査等を実施しています。
平成 年度においては、居宅サービスは 事業所、地域密着型サービ

ス事業所は 事業所及び施設サービス事業所は 施設を対象に実地検査
を実施する予定です。

図表２－ 実地検査の実施状況
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施設サービス

合計
資料：福祉部指導監査課〔単位：事業所及び施設〕（平成 年度は予定数）

（５）標準給付費
標準給付費は、各サービスともに年々増加し、平成 年度の約 億円

に比べ、平成 年度では約 億円と、約 倍に増加しています。居宅サ
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居宅
サービス

地域密着型
サービス

施設
サービス その他 合計

平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
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平成 年度
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第２章 高齢者を取り巻く状況

３ 実態調査結果

（１）調査の概要

調査対象

① 高齢者意識調査
（本市在住の 歳以上の方で介護保険の認定を受けていない方）
② 要支援・要介護認定者調査
（本市在住の 歳以上の方で介護保険の認定を受けている方）

調査方法 無記名自記式 郵送配布・郵送回収
調査期間 平成 年５月 日～６月 日
配布数
回収数

① 配布数： 件 有効回収数： 件 有効回収率： ％
② 配布数： 件 有効回収数： 件 有効回収率： ％

（２）主な調査結果
〇以下の調査結果では、高齢者意識調査は「高齢者調査」、要支援・要介護認
定者調査は「認定者調査」と表記しています。

〇グラフ中の「ｎ」は回答者の人数を表しています。
〇なお、データの処理については、小数点以下第２位の四捨五入により、各
項目の合計値が、 にならない場合があります。

① 回答者の年齢と性別
【年齢】高齢者調査では、前期高齢者（「 歳」、「 歳」の計）は

％、後期高齢者（「 ～ 歳」、「 ～ 歳」、「 歳以上」の
計）の割合は ％となっています。（平均年齢： 歳）
認定者調査では後期高齢者が ％と大半を占めています。（平均
年齢： 歳）

【性別】高齢者調査では、「男性」が ％、「女性」が ％で、ほぼ二分
しています。
認定者調査では、「男性」が ％、「女性」が ％で、女性の
方が多くなっています。

図表２－ 回答者の年齢と性別

《前期高齢者》 《後期高齢者》
◆年齢 ◆性別 （％）

回答数 65～69歳70～74歳75～79歳80～84歳 85歳以上 無回答 男性 女性 無回答

高齢者

認定者
※「年齢」：網かけは上位２項目

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

（７）高齢者あんしん相談センターへの相談件数
高齢者あんしん相談センターに寄せられる相談件数は年々増加し、平成
年度（上半期）は 件となっています。内容としては「介護保険、

その他の保健福祉サービス に関すること」が９割以上を占めています。

図表２－ 高齢者あんしん相談センターへの相談件数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度平成 年度平成 年度
介護保険、その他の
保健福祉サービスに
関すること
権利擁護
（成年後見制度等）
に関すること
高齢者虐待に
関すること

合計

資料：福祉部高齢者福祉課〔単位：件〕（平成 年度は上半期の実績）

保健福祉サービス（ほけんふくしさーびす） ページ参照

第三回

川柳を作るにはネタ探しが重要です。ネタ探しをする
となると頭を使います。頭を使うことは、すなわち脳を
刺激することですので、介護予防にとても効果的です。
ネタ探しで介護予防、川柳に挑戦しませんか。
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３ 実態調査結果

（１）調査の概要

調査対象

① 高齢者意識調査
（本市在住の 歳以上の方で介護保険の認定を受けていない方）
② 要支援・要介護認定者調査
（本市在住の 歳以上の方で介護保険の認定を受けている方）

調査方法 無記名自記式 郵送配布・郵送回収
調査期間 平成 年５月 日～６月 日
配布数
回収数

① 配布数： 件 有効回収数： 件 有効回収率： ％
② 配布数： 件 有効回収数： 件 有効回収率： ％

（２）主な調査結果
〇以下の調査結果では、高齢者意識調査は「高齢者調査」、要支援・要介護認
定者調査は「認定者調査」と表記しています。

〇グラフ中の「ｎ」は回答者の人数を表しています。
〇なお、データの処理については、小数点以下第２位の四捨五入により、各
項目の合計値が、 にならない場合があります。

① 回答者の年齢と性別
【年齢】高齢者調査では、前期高齢者（「 歳」、「 歳」の計）は

％、後期高齢者（「 ～ 歳」、「 ～ 歳」、「 歳以上」の
計）の割合は ％となっています。（平均年齢： 歳）
認定者調査では後期高齢者が ％と大半を占めています。（平均
年齢： 歳）

【性別】高齢者調査では、「男性」が ％、「女性」が ％で、ほぼ二分
しています。
認定者調査では、「男性」が ％、「女性」が ％で、女性の
方が多くなっています。

図表２－ 回答者の年齢と性別

《前期高齢者》 《後期高齢者》
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認定者
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（７）高齢者あんしん相談センターへの相談件数
高齢者あんしん相談センターに寄せられる相談件数は年々増加し、平成
年度（上半期）は 件となっています。内容としては「介護保険、

その他の保健福祉サービス に関すること」が９割以上を占めています。

図表２－ 高齢者あんしん相談センターへの相談件数
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保健福祉サービス（ほけんふくしさーびす） ページ参照
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川柳を作るにはネタ探しが重要です。ネタ探しをする
となると頭を使います。頭を使うことは、すなわち脳を
刺激することですので、介護予防にとても効果的です。
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第２章 高齢者を取り巻く状況

④ 地域活動やボランティア活動等の実施状況（高齢者調査）
活動等を《現在している》（「現在、継続的にしている」、「時々している」

の計）は ％となっています。一方、《現在していない》（「したことはな
い」、「以前したことがあるが、現在はしていない」の計）は ％となって
います。

図表２－ 地域活動やボランティア活動等の実施状況（高齢者調査）

⑤ 地域活動やボランティア活動等への参加意向（高齢者調査）
現在活動等をしていない方の参加意向としては、《意向あり》（「してみたい」、

「どちらかといえばしてみたい」の計）は ％となっています。一方、《意
向なし》（「したくない」、「どちらかといえばしたくない」の計）は ％と
なっています。

図表２－ 地域活動やボランティア活動等への参加意向（高齢者調査）

してみたい どちらかといえばしてみたい
どちらかといえばしたくない したくない
無回答

高齢者

（ ）

してみたい どちらかといえばしてみたい

《意向あり》 《意向なし》

現在、継続的にしている
時々している
以前したことがあるが、現在はしていない
したことはない
無回答

高齢者

（ ）

《現在している》 《現在していない》
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② 現在の同居者（複数回答）
高齢者調査では、「配偶者（夫、妻）」が ％と特に多く、次いで「子ど

も」が ％となっています。
認定者調査では、「子ども」（ ％）、「配偶者（夫、妻）」（ ％）が３

割台となっています。
「ひとり暮らし」の回答は、高齢者調査で ％、認定者調査は ％と

なっています。
図表２－ 現在の同居者（複数回答）

③ 緊急時などに駆けつけてくれる方（複数回答）
現在、ひとり暮らしの方に、緊急時などに駆けつけてくれる方の有無を聞

きました。市内外を問わず「いる」（全体から「いない」と「無回答」の割合
を除外）はどちらの調査でも８割以上となっています。市内外で見ると、「市
内にいる」は高齢者調査が ％、認定者調査が ％、「市外にいる」は
高齢者調査が ％、認定者調査は となっています。

図表２－ 緊急時などに駆けつけてくれる方（複数回答）

0 20 40 60 80

八王子市内にいる

八王子市外にいる

いない

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）高齢者（ ） 認定者（ ）

八王子市内にいる

八王子市外にいる

いない

無回答

０％ ％ ％ ％ ％

0 20 40 60 80

配偶者（夫、妻）

子ども

父

母

孫

兄弟姉妹

子の配偶者

ひとり暮らし

その他

無回答無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）

０％ ％ ％ ％ ％

配偶者（夫、妻）

子ども

父

母

孫

兄弟姉妹

子の配偶者

ひとり暮らし

その他

無回答

第 

2 

章



第２章 高齢者を取り巻く状況
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第２章 高齢者を取り巻く状況

⑧ 日中家にひとりでいること
土日・祝日などで家族が家にいる場合を除き、日中家にひとりでいること

が多い（「はい」）ケースは、高齢者調査で 、認定者調査で とな
っています。

図表２－ 日中家にひとりでいること

⑨ 健康状態（高齢者調査）
半数以上の人が自身を「まあ健康だと思う」（ ％）と回答しており、《健

康》（「健康だと思う」、「まあ健康だと思う」の計）は ％となっています。

図表２－ 健康状態（高齢者調査）

はい いいえ 無回答

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

健康だと思う まあ健康だと思う あまり健康だと思わない

健康だと思わない 無回答

高齢者

（ ）

健康だと思う まあ健康だと思う

《健康》
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⑥ 高齢者向けサロンの利用意向
「サロンが近所にあり、利用している」は１割未満となっています。「近所

にサロンはないが、あったらぜひ利用したい」は高齢者調査で ％、認定
者調査で ％となっています。「近所にサロンはないが、あっても利用し
ないと思う」は高齢者調査で ％、認定者調査で ％となっています。

図表２－ 高齢者向けサロンの利用意向

⑦ 市内にあるシニアクラブ（老人クラブ）の認識
「知っている」は、高齢者調査で ％、認定者調査で ％となってい

ます。

図表２－ 市内にあるシニアクラブ（老人クラブ）の認識

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

「サロン」が近所にあり、利用している
「サロン」が近所にあり、利用している
「サロン」が近所にあるが、一度も利用したことがない
近所に「サロン」はないが、あったらぜひ利用したい
近所に「サロン」はないが、あってもあまり利用しないと思う
その他
わからない
無回答

知っている 知らない 無回答

高齢者

（ ）

認定者

（ ）
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第２章 高齢者を取り巻く状況

⑫ 地域包括ケアシステムの認識
《認識している》（「よく知っており、詳しく理解している」と「多少知っ

ている」の計）は高齢者調査で ％、認定者調査で ％となっています。

図表２－ 地域包括ケアシステムの認識

《認識している》

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

よく知っており、詳しく理解している 多少知っている
よく知っており、詳しく理解している 多少知っている
聞いたことはあるが内容はほとんど知らない 初めて聞いた
無回答
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⑩ 健康のために日ごろから心がけていること（複数回答）
どちらの調査でも健康のために何かしら実行しており、高齢者調査では「で

きるだけ身体を動かす」が ％、認定者調査では「定期的に医師の診断を
受ける」が ％で最も多くなっています。

図表２－ 健康のために日ごろから心がけていること（複数回答）

⑪ 八王子市シルバー人材センターの認識（高齢者調査）
「知っている」は、 ％となっています。

図表２－ 八王子市シルバー人材センターの認識（高齢者調査）

0 20 40 60 80 100

できるだけ身体を動かす

栄養のバランスに気をつける

睡眠を十分とる

規則正しい生活をする

定期的に医師の診断を受ける

できるだけ頭をつかう

その他

特に心がけていない

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）高齢者（ ） 認定者（ ）

できるだけ身体を動かす

栄養のバランスに気をつける

睡眠を十分取る

規則正しい生活をする

定期的に医師の診断を受ける

できるだけ頭をつかう

その他

特に心がけていない

無回答

０％ ％ ％ ％ ％ ％

知っている 知らない 無回答

高齢者

（ ）

知っている 知らない 無回答
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第２章 高齢者を取り巻く状況
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第２章 高齢者を取り巻く状況

⑮ かかりつけの医療機関（高齢者調査）
「ある」は病院、歯科医院ともに７割前後と多く、薬局も ％となって

います。

図表２－ かかりつけの医療機関（高齢者調査）

⑯ 終末期を過ごしたい場所
「自宅で過ごしたい」が最も多くなっており、高齢者調査で ％、認定

者調査では ％となっています。次いで「病院やホスピス など終末期ケ
ア専門施設で過ごしたい」がどちらの調査とも ％となっています。

図表２－ 終末期を過ごしたい場所

ホスピス（ほすぴす） ページ参照

ある ない 無回答

高齢者

かかりつけの病院

かかりつけの診療所

かかりつけの歯科医院

かかりつけの薬局

次ページの⑰自宅など
での「看取り」の課題や
不安な点へ

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

自宅で過ごしたい自宅で過ごしたい
介護保険施設（有料老人ホームなど）で過ごしたい
病院やホスピスなど終末期ケア専門施設で過ごしたい
その他
わからない
無回答
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0 20 40 60 80

早期発見、早期診療のしくみづくり

医療・介護・地域が連携した体制づくり

認知症対応型共同生活介護（グループ

ホーム）や特別養護老人ホームなどの…

認知症の介護・コミュニケーション方法等、

家族向け研修会の開催

徘徊行動などに対する地域の見守り体制

づくり

予防教室、認知症サポーター養成講座や

講演会など、市民に対する啓発

かかりつけ医に対する研修

その他

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）

⑬ 認知症対策を進めていく上で重点を置くべきこと（複数回答）
どちらの調査とも「早期発見、早期診療のしくみづくり」、「医療・介護・

地域が連携した体制づくり」が５割台と多くなっています。

図表２－ 認知症対策を進めていく上で重点を置くべきこと（複数回答）

⑭ 医師による訪問診療または往診
「受けている」は、高齢者調査で ％、認定者調査で ％となってい

ます。

図表２－ 医師による訪問診療または往診

かかりつけ医（かかりつけい） ページ参照

早期発見、早期診療のしくみづくり

医療・介護・地域が連携した体制づくり

認知症対応型共同生活介護 グループホーム
や特別養護老人ホームなどの施設整備
認知症の介護・コミュニケーション方法等、
家族向け研修会の開催
徘徊行動などに対する地域の見守り
体制づくり

予防教室、認知症サポーター養成講座や
講演会など、市民に対する啓発

かかりつけ医 に対する研修

その他

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）

０％ ％ ％ ％ ％

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

受けている 受けていない 無回答受けている 受けていない 無回答
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第２章 高齢者を取り巻く状況

⑮ かかりつけの医療機関（高齢者調査）
「ある」は病院、歯科医院ともに７割前後と多く、薬局も ％となって

います。

図表２－ かかりつけの医療機関（高齢者調査）

⑯ 終末期を過ごしたい場所
「自宅で過ごしたい」が最も多くなっており、高齢者調査で ％、認定

者調査では ％となっています。次いで「病院やホスピス など終末期ケ
ア専門施設で過ごしたい」がどちらの調査とも ％となっています。

図表２－ 終末期を過ごしたい場所

ホスピス（ほすぴす） ページ参照

ある ない 無回答

高齢者

かかりつけの病院

かかりつけの診療所

かかりつけの歯科医院

かかりつけの薬局

次ページの⑰自宅など
での「看取り」の課題や
不安な点へ

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

自宅で過ごしたい自宅で過ごしたい
介護保険施設（有料老人ホームなど）で過ごしたい
病院やホスピスなど終末期ケア専門施設で過ごしたい
その他
わからない
無回答

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

0 20 40 60 80

早期発見、早期診療のしくみづくり

医療・介護・地域が連携した体制づくり

認知症対応型共同生活介護（グループ

ホーム）や特別養護老人ホームなどの…

認知症の介護・コミュニケーション方法等、

家族向け研修会の開催

徘徊行動などに対する地域の見守り体制

づくり

予防教室、認知症サポーター養成講座や

講演会など、市民に対する啓発

かかりつけ医に対する研修

その他

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）

⑬ 認知症対策を進めていく上で重点を置くべきこと（複数回答）
どちらの調査とも「早期発見、早期診療のしくみづくり」、「医療・介護・

地域が連携した体制づくり」が５割台と多くなっています。

図表２－ 認知症対策を進めていく上で重点を置くべきこと（複数回答）

⑭ 医師による訪問診療または往診
「受けている」は、高齢者調査で ％、認定者調査で ％となってい

ます。

図表２－ 医師による訪問診療または往診

かかりつけ医（かかりつけい） ページ参照

早期発見、早期診療のしくみづくり

医療・介護・地域が連携した体制づくり

認知症対応型共同生活介護 グループホーム
や特別養護老人ホームなどの施設整備
認知症の介護・コミュニケーション方法等、
家族向け研修会の開催
徘徊行動などに対する地域の見守り
体制づくり

予防教室、認知症サポーター養成講座や
講演会など、市民に対する啓発

かかりつけ医 に対する研修

その他

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）

０％ ％ ％ ％ ％

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

受けている 受けていない 無回答受けている 受けていない 無回答
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第２章 高齢者を取り巻く状況

⑲ 介護保険サービス関連の満足度（認定者調査）
１．現在利用中の介護保険サービス（※介護保険サービス利用者）
「満足」が ％、「だいたい満足」が ％で、これをあわせた《満足》

は ％となっています。

図表２－ 現在利用中の介護保険サービス（※介護保険サービス利用者）

２．現在の入所施設（※入所施設サービス利用者）
「満足」が ％、「だいたい満足」が ％で、これをあわせた《満足》

は ％となっています。

図表２－ 現在の入所施設（※入所施設サービス利用者）

《満足》

《満足》

認定者

（ ）

満足 だいたい満足 やや不満 不満 無回答満足 だいたい満足 やや不満 不満 無回答

認定者

（ ）

満足 だいたい満足 やや不満 不満 無回答満足 だいたい満足 やや不満 不満 無回答
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⑰ 自宅などでの「看取り」の課題や不安な点（複数回答）
終末期を自宅で過ごしたいとする人に、自宅などで「看取り」を迎える場

合の課題や不安な点を聞きました。「まだ考えたことがない」が最も多く、高
齢者調査で ％、認定者調査で ％となっています。次いで「自宅での
看取りに何が必要かわからない」が、高齢者調査で ％、認定者調査で

％となっています。

図表２－ 自宅などでの「看取り」の課題や不安な点（複数回答）

⑱ 成年後見制度の認識
「知っている」は、高齢者調査で ％、認定者調査で ％となってい

ます。
図表２－ 成年後見制度の認識

0 20 40 60

まだ考えたことがない

自宅での「看取り」に何が必要か

わからない

「看取り」についての希望を家族などに

どう伝えて良いかわからない

相続や、家財等の財産の処分が上手くいく

か…

「看取り」について誰に相談すれば

よいかわからない

ひとり暮らしであるため、「看取り」を

してくれる人がいない

その他

特にない

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）

まだ考えたことがない

自宅での「看取り」に何が必要かわからない

「看取り」についての希望を家族などに
どう伝えて良いかわからない
相続や、家財等の財産の処分が
上手くいくかどうか不安である
「看取り」について誰に相談すればよいか
わからない
ひとり暮らしであるため、「看取り」を
してくれる人がいない

その他

特にない

無回答

０％ ％ ％ ％

知っている 知らない 無回答

高齢者

（ ）

認定者

（ ）
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第２章 高齢者を取り巻く状況

⑳ 介護保険料の負担感
保険料を負担に《感じない》（「負担に感じない」、「あまり負担に感じない」

の計）は高齢者調査では ％、認定者調査では ％となっています。一
方、《感じる》（「負担に感じる」、「やや負担に感じる」の計）は高齢者調査で

％、認定者調査で ％となっています。

図表２－ 介護保険料の負担感

《感じない》 《感じる》

負担に感じない あまり負担に感じない やや負担に感じる
負担に感じる わからない 無回答

高齢者

（ ）

認定者

（ ）

負担に感じない あまり負担に感じない やや負担に感じる
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３．ケアプラン 作成を担当しているケアマネジャー の対応
「満足」が ％、「だいたい満足」が ％で、これをあわせた《満足》

は ％となっています。

図表２－ ケアプラン作成を担当しているケアマネジャーの対応

４．現在のケアプランの内容
「満足」は ％、「だいたい満足」は ％で、これをあわせた《満足》

は ％となっています。

図表２－ 現在のケアプランの内容

ケアプラン（けあぷらん） ページ参照
ケアマネジャー（けあまねじゃー） ページ（介護支援専門員）参照

満足 だいたい満足
やや不満 不満
わからない 担当のケアマネジャーはいない
無回答

《満足》

認定者

（ ）

満足 だいたい満足満足 だいたい満足
やや不満 不満
ケアプランは作成していない（必要ない） 無回答

《満足》

認定者

（ ）

満足 だいたい満足
やや不満 不満
わからない 担当のケアマネジャーはいない
無回答
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第２章 高齢者を取り巻く状況

㉒ 今後、希望する介護形態
「家族などの介護や介護保険サービスを利用して、できる限り自宅で暮ら

したい」が最も多く、高齢者調査で ％、認定者調査で ％と半数以上
となっています。

図表２－ 今後、希望する介護形態

0 20 40 60

家族などの介護や介護保険

サービスを利用して、できる限り…

介護保険施設や医療

機関に入り、介護を受けたい

高齢者に配慮した介護付きの

住まいに移り、そこで暮らしたい

その他

わからない

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）

家族などの介護や介護保険サービスを
利用して、できる限り自宅で暮らしたい

介護保険施設や医療機関に入り、
介護を受けたい

高齢者に配慮した介護付きの住まいに移り、
そこで暮らしたい

その他

わからない

無回答

０％ ％ ％ ％
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㉑ 介護保険サービス充実のための費用負担増についての考え
超高齢社会を迎え、介護保険サービスを充実させるために、費用負担が増

えることについては、どちらの調査とも約４人に１人が「できる範囲での対
応となっても、保険料負担は現状程度がよい」としています。次いで高齢者
調査では「保険料・利用料以外の税を、より投入してサービスを充実するべ
き」（ ％）、認定者調査では「保険料や利用料などの負担がその分増えて
もやむを得ない」（ ％）となっています。

図表２－ 介護保険サービス充実のための費用負担増についての考え

0 10 20 30

できる範囲での対応と

なっても、保険料負担は…

保険料・利用料以外の税を、より

投入してサービスを充実するべき

保険料や利用料などの負担が

その分増えてもやむを得ない

利用者の自己負担を

増やすのがよい

保険料や利用料の負担を減らす

べきで、サービスの充実は望まない

できる範囲での対応となっても、

利用料などの負担は現状程度がよい

その他

わからない

無回答

高齢者（ ） 認定者（ ）高齢者（ ） 認定者（ ）

できる範囲での対応となっても、
保険料負担は現状程度がよい

保険料・利用料以外の税を、より投入して
サービスを充実するべき

保険料や利用料などの負担が
その分増えてもやむを得ない

利用者の自己負担を増やすのがよい

保険料や利用料の負担を減らすべきで、
サービスの充実は望まない

できる範囲での対応となっても、
利用料などの負担は現状程度がよい

その他

わからない

無回答

０％ ％ ％ ％
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第２章 高齢者を取り巻く状況

４ 第６期計画の取組と評価

（１）第６期計画の事業評価
『第６期計画』で示した の取組について、進行状況や実績を検証し、

本市で統一した基準で実施している「事務事業評価（行政評価）」の評価基
準にあわせて、下表のとおり４段階の基準で評価しました。

図表２－ 事業評価の判断基準

評価 判断基準
事業活動を計画以上に実施することができた

事業活動を計画どおり実施した

事業活動が計画よりやや下回った

事業を執行しなかった（できなかった）

図表２－ 施策項目別 事業評価  

施策項目
評価 取組

評価数

地 域 で 生 き が
いを持ち、活き
活きと暮らす

地域のみんなで支えあうために

生きがいを持ち自立して生活する
ために

住 み 慣 れ た 地
域 で 安 心 し て
暮らし続ける

安全で権利が尊重される生活のた
めに
認知症になっても安心して生活を
続けるために

安心して介護を行うために

心身ともに自立した健康な暮らし
のために
在宅で安心して暮らし続けるため
に

利 用 者 の 自 立
を 支 え る 介 護
保 険 サ ー ビ ス
の 安 定 し た 提
供

わかりやすく、よりよい介護保険サ
ービスを提供するしくみづくり
健全な介護保険制度運営のしくみ
づくり
介護保険施設の適正な配置と運営
のしくみづくり

合計

資料：福祉部高齢者いきいき課（平成 年９月末時点）
※複数所管による取組はそれぞれで評価したため、合計と取組数は一致しません。

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

0 10 20 30 40

介護者の負担軽減・家族…

健康管理・健康づくりへの…

介護施設の整備・充実

在宅生活を支える気軽な…

地域の医療と介護の連携…

介護予防や認知症予防…

高齢者が住みやすい住宅…

福祉に関わる人材の確保…

生きがい・社会参加支援

認知症高齢者への支援

防犯・防災対策

公共施設や道路などのバ…

福祉や介護に関する情報…

就労支援

地域のボランティア活動…

高齢者の権利擁護や虐…

その他

特にない

無回答

高齢者（ ）

介護者の負担軽減・家族支援

健康管理・健康づくりへの支援

介護施設の整備・充実

在宅生活を支える気軽な手助けや
サービスの充実

地域の医療と介護の連携の充実

介護予防や認知症予防の充実

高齢者が住みやすい住宅への支援

福祉に関わる人材の確保や育成

生きがい・社会参加支援

認知症高齢者への支援

防犯・防災対策

公共施設や道路などのバリアフリー 化

福祉や介護に関する情報提供・相談の
充実

就労支援

地域のボランティア活動への支援

高齢者の権利擁護や虐待対策

その他

特にない

無回答

㉓ 市に今後力を入れてほしい高齢者施策（複数回答／高齢者調査）
「介護者の負担軽減・家族支援」が ％と、本人よりも介護者のための

施策を希望する声が最も多くなっています。次いで「健康管理・健康づくり
への支援」（ ％）、「介護施設の整備・充実」（ ％）、「在宅生活を支え
る気軽な手助けやサービスの充実」（ ％）、「地域の医療と介護の連携の
充実」（ ％）が２割台となっています。

図表２－ 市に今後力を入れてほしい高齢者施策（複数回答／高齢者調査）

バリアフリー（ばりあふりー） ページ参照

０％ ％ ％ ％ ％

高齢者（ ）
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第２章 高齢者を取り巻く状況

４ 第６期計画の取組と評価
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第２章 高齢者を取り巻く状況

３ 利用者の自立を支える介護保険サービスの安定した提供

図表２－ 数値目標の達成状況

取組 内容 整備数 計画期間中
の目標

目標
達成状況

地域密着型
サービスの

整備

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 △

小規模多機能型居宅介護 △
認知症対応型共同生活介護
（認知症高齢者グループホーム） △
地域密着型介護老人福祉施設
入所者生活介護 △

看護小規模多機能型居宅介護 △

資料：福祉部高齢者いきいき課（平成 年 月末時点）

（３）評価のまとめ
事業評価結果の全体を見ると「Ａ 事業活動を計画以上に実施すること

ができた」、「Ｂ 事業活動を計画どおり実施した」と評価した取組が
事業で、全体の約 ％を占めています。評価が「Ｃ 事業活動が計画より
やや下回った」と評価した９事業については、事業の見直しを行い効果的
な事業運営を行っていきます。
数値目標の主な達成状況については、「地域交流サロンの支援」、「認知症

高齢者ネットワーク会議の開催」、「認知症サポーターの養成」は目標を上
回る結果となり、「シニア元気応援ハンドブックの活用」、「高齢者あんしん
相談センターの充実」は目標達成ができました。
一方、「八王子市シルバー人材センターの支援」は会員数が毎年増加傾向

にあるものの目標を下回る結果となっています。また、「地域密着型サービ
スの整備」については建築費の高騰や介護人材の不足もあり、地域密着型
介護老人福祉施設は１か所の整備にとどまりました。
しかしながら、シルバー人材センターの契約額などは増加しており、施

設整備についても、市内初となる看護小規模多機能型居宅介護が２か所開
設されたほか、定期巡回・随時対応型訪問介護看護も新たに１か所整備が
進んでいます。
以上のことから、『第６期計画』で示した取組は、一部は計画どおりに

実施できなかったものの、全体としては概ね順調に推進することができた
と言えます。

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

（２）数値目標の達成状況

『第６期計画』で示した の取組のうち、数値目標を定めた項目の主
な達成状況は下記の表のとおりです。

１ 地域で生きがいを持ち、活き活きと暮らす

図表２－ 数値目標の達成状況

取組 内容 平成
年度

平成
年度

平成
年度

（見込み）

計画
期間中
の目標

地域交流サロンの支援 団体数 団体 団体 団体 団体

シニア元気応援ハンドブックの
活用

延べ
発行部数 万部 万部 万部 万部

八王子市シルバー人材センター
の支援 会員数 人 人 人 人

２ 住み慣れた地域で安心して暮らし続ける

図表２－ 数値目標の達成状況

取組 内容 平成
年度

平成
年度

平成
年度

見込み

計画
期間中
の目標

認知症高齢者ネットワーク会議
の開催 会議開催 回 回 回 年 回

以上開催

認知症サポーターの養成 延べ
養成者数 人 人 人 人

高齢者あんしん相談センターの
充実

センター
数 センター センター センター センター
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第２章 高齢者を取り巻く状況

３ 利用者の自立を支える介護保険サービスの安定した提供
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第２章 高齢者を取り巻く状況

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

前期高齢者 後期高齢者 要介護認定率

（２）要支援・要介護認定者数の推計
〇第１号被保険者数はゆるやかに増加を続け、とりわけ 歳以上の後期高
齢者では平成 年度（ 年度）から平成 年度（ 年度）で顕著
に増加すると推測されます。

〇後期高齢者の増加に伴い、要支援・要介護認定者数の割合も平成 年度
（ 年度）の ％から平成 年度（ 年度）には ％に増
加すると推計されます。

図表２－ 第 号被保険者 数と要介護認定率の推計

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉部介護保険課〔単位：人〕

図表２－ 第１号被保険者数と要支援・要介護認定者数の推計

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

第１号被保険者数
うち 前期高齢者数
うち 後期高齢者数

要支援・要介護認定者数
要介護認定率 ％ ％ ％
資料：福祉部介護保険課〔単位：人〕
※要介護認定者数は第２号被保険者を除く。

第１号被保険者（だいいちごうひほけんしゃ） ページ参照

八王子市高齢者計画・第７期介護保険事業計画

５ 将来推計

（１）将来人口の推計
本市の平成 年度（ 年度）までの人口推計によると、総人口はゆる

やかな減少を示し、平成 年度以降は約 万人台で推移しますが、そのう
ち高齢者の人口は、平成 年度（ 年度）から平成 年度（ 年
度）までで約６千人増加すると推測されます。

図表２－ 将来人口の推計

資料：総合経営部『八王子ビジョン 』 基本計画改定版〔単位：人〕

図表２－ 総人口と高齢者人口の推計

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総人口
高齢者人口
うち 前期高齢者人口
うち 後期高齢者人口

総人口に占める
高齢者人口の割合 ％ ％ ％

資料：総合経営部『八王子ビジョン 』 基本計画改定版〔単位：人〕

うち高齢者

総人口

％ ％ ％
％

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

高齢者人口推計 総人口推計 総人口に占める高齢者人口の割合
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第２章 高齢者を取り巻く状況
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資料：福祉部介護保険課〔単位：人〕

図表２－ 第１号被保険者数と要支援・要介護認定者数の推計

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

第１号被保険者数
うち 前期高齢者数
うち 後期高齢者数

要支援・要介護認定者数
要介護認定率 ％ ％ ％
資料：福祉部介護保険課〔単位：人〕
※要介護認定者数は第２号被保険者を除く。

第１号被保険者（だいいちごうひほけんしゃ） ページ参照
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５ 将来推計

（１）将来人口の推計
本市の平成 年度（ 年度）までの人口推計によると、総人口はゆる

やかな減少を示し、平成 年度以降は約 万人台で推移しますが、そのう
ち高齢者の人口は、平成 年度（ 年度）から平成 年度（ 年
度）までで約６千人増加すると推測されます。

図表２－ 将来人口の推計

資料：総合経営部『八王子ビジョン 』 基本計画改定版〔単位：人〕

図表２－ 総人口と高齢者人口の推計

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

総人口
高齢者人口
うち 前期高齢者人口
うち 後期高齢者人口

総人口に占める
高齢者人口の割合 ％ ％ ％

資料：総合経営部『八王子ビジョン 』 基本計画改定版〔単位：人〕

うち高齢者

総人口

％ ％ ％
％

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

高齢者人口推計 総人口推計 総人口に占める高齢者人口の割合
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第３章 計画の基本的な考え方

第３章 計画の基本的な考え方

１ 基本理念と基本目標
本市のまちづくりの指針である『八王子ビジョン 』では、「健康で笑顔あふ

れる、ふれあい、支えあいのまち」を保健・医療・福祉分野の都市像に掲げ、その
実現をめざしています。
これは、高齢者も含めた全ての市民が「ふれあい、支えあい」の心を持ち、健康

で幸せな生活を築いていくことを示しており、本計画では、この都市像を基本理念
に位置付け、この理念を実現するための施策・事業の推進を図ります。
また、前述の基本理念の達成に向け、『八王子ビジョン 』における「基本施

策」から以下の２つの目標を掲げ、本市の「市民力・地域力」の発揮を重視する地
域包括ケアシステムの強化を図ります。

図表３－１ 計画の基本理念と基本目標
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（３）圏域別人口の推計
〇いずれの圏域もゆるやかに総人口は減少し、高齢者数は増加すると推測さ
れます。

〇平成 年度（ 年度）における高齢者の割合は中野、めじろ台、長沼、
川口、元八王子、長房、もとはち南、恩方で３割台となっています。

図表２－ 圏域別人口の推計

日常生活圏域

平成 年（ 年 平成 年（ 年

推計
総人口

推計
歳以上
人口

高齢者の
割合

推計
総人口

推計
歳以上
人口

高齢者の
割合

（１）旭町

（２）高尾

（３）左入

（４）中野

（５）南大沢

（６）めじろ台

（７）長沼

（８）川口

（９）元八王子

（ ）片倉

（ ）堀之内

（ ）長房

（ ）子安

（ ）もとはち南

（ ）寺田

（ ）大横

（ ）恩方

（ ）由木東

（ ）小宮

（ ）元本郷

（ ）大和田

合計

資料：福祉部高齢者福祉課〔単位：人〕
※高齢者の割合の網かけは、 ％以上の圏域を示しています。
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